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十ニ支来一-f，教警警護〉異議事Jの家審
関本興舞における単と9 その筏撃として的U.I草

額賀饗襲。制"lAj"，，/蹴問問"'t/~-.齢融問争)

1.架空の動物としての挙

奈良・東大寺¢正;刻ヒ念のi部るには， ~、し

一連の爽額lIIJ::lf語気iきょうす1引，務経
{ろうけち)の際展が知られる[鴎1] ，控室や

磁昔話とともに，象と羊が樹木の下にあしら

われている。羊はくるくると巻いた角を耳目

の上に広げている。胴体には逆三角形の模

様が6-7鱒描かれている。羊をUiiJ育した経

験のない者には奇異に映るが，これは元来，

冬季に伸びた体毛が夏季にlIl1落するときに

現われる現象だった。しかしこの織物を作

成した職人が，実際の生きた羊を自にする

経験をもっていたのかどうかは，不明である。

同じIE倉院南倉には，一対の銭盗が知ら
れる[国2]，日経42.2cm，n開径61.9cmに

透するもので，路品中長大の金~milでが，

そのPartianShOIの狩猟の場面には羊と思

われる動防がきわめて巧みに線刻されてい

る。天平三年(閥暦767'1')の銘文から，東大

寺に献納された日付けが特定できるが，西

域趣味のモチーフは，奈良時代の日本人に

とっては，いかにも異国趣味の絵柄だった

ことだろう。乾燥地帯で遊牧により飼育さ

れた羊は，日本列島にも何度か移入が試み

られたようだ。しかし，高視多湿の気候と

は相性が慈く，近代以前には，いずれも定

着して繁殖するには至らない。十二支を構

成する動物のなかで，もとより架空の存在

である龍を除けば，羊は日本にはもっとも

馴染みのない動物にとどまってきたD 皮肉

なことに， 1山海経Jに拠った江戸時代の

T怪奇鳥獣限緩』にみえる rf@J や「葱~J
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図1(('草木鼠綴由醇毘》酉暦856安手の富調査に記載あり!
京大寺正富読

「十二支　未：「牧畜の異郷」の家畜：日本美術における羊と、その代理としての山羊」 
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図2((狩硝i文樟銀壷》西層767年申記銘，東大寺正書院

{そうろう)といった怪獣が，羊を一番忠実に

写生しているのである。

中!謹は~代後期の青銅器として， ((双羊

尊))[図3]がある。大英博物館と日本の根

津美術館に見られるのみで，他に向型の作

品は知られておらず，震袈文化財に指定さ

れている。紀元前13-11世紀に遡る作例と

され，器の全体に羊毛を表現したように鱗

状の文様カ咳rJまれている。主主重な作例であ

り，根津美術館の誇る逸品だが，日本に存

在するという事実以外には，本作品をこと

さら日本文化に結び付けて論じることは悶

難だろう。実際，近代以前の羊の表象は，

日本列島においては，そのほとんどが，中

国の古典に依拠したものにとどまっている。

美という漢字の語源には諸説あるが， fl~え

て大きな羊が美を意味するという設もある。

だが，そうした審美意識は日本には定幸寄せ

ず，平安時代には清少納言が『枕幕子』に

r rJ¥さきものはみなうつくしjと綴ったよ
うに，繊細かつ脆弱で小さなものを撃に愛

玩する絡み志向が，日本列島文化史には顕

著になるといってよい。

2.中島古典に混われた羊の縫急
中国古典に現れた羊が日本でいかに拙か

れたのか，数例を鋭祭しよう。まず著名な

ものとしては，寅初平の伝説を挙げること

ができる。策初平は，晋の葛洪撰『神{由伝」

臨2-1((狩猟士措怨霊))(部骨)

中に記される他人の一人。 15歳の折に羊を

放牧しているところで一道士にi患い，金議
山の布室中lこ誘われて40余年家に婦らな

かった。児の初起が所在を尋ねあて，山中

で再会したときはすでに仙道を体得してい

た。見の自には白いおとしか映らなかった

ものに初平が f羊よ立てJと命じると，石

は変じて数万~の羊になった，という逸話

が知られる。雪舟(1420寸印67)が梁橋(13世

紀前半)の作品を模写して将来した《裁fJJ平

岡))[図4lがいまに伝わる。羊が小さすぎて

小石と見間違えかねないが，実際にも生ま

れたての子学はきわめて痩せっぽちで，脆

"~に見える。岩石と羊の群れが似て見える

図3((淑羊尊》殴代総理t 西暦前13-11世紀，課主事芸術館
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というのも，日本では容易に総得でさまい

が，業のあいだから石灰岩が宣言を出す草原

では，むしろありふれた風物だろう。

策初手のE主題は吉祥繁栄の~pとして歓迎

され，日本でも受けi誌がれる。例えば内山
応挙(1733-1795)が同一の函ffAを捕き，石が

数万の竿に変ずる壌国を掛け軸にしている。

その描写からみて，応挙は実際の羊を観察

する機会に蕊まれたものかとも推測される。

その弟子筋のE吉田元旦(1787-1840)にも，関
洋密法を取り入れた間一主題の作品が知ら

れる[国51。近代になると小川i芋銭(1868-

19招)にも《貧初平》が知られ，ここでは石

だか羊だが判然としない線状の認が，冗談

のように画調一杯に，不規則に点在してい

て，新南簡を目指した商家の，自由無我で

遊び心に溢れた余裕ある域地を物語る[留61。

円山応挙が隠わった作品では，祇閤祭の

{皐畠山(ほうしようやま)の山主主の前掛けに捕

かれた《蘇武牧羊図》の下絵が思い出され

る[図7]。安永2年(1773)作であり，町内

の松段右ilIと勝造兄弟が協力して緋羅紗地

に刺繍をした。この布地の総みが結くなっ

たため， 1990 (平成虫年に復元新諒された。

商摩では紀元前百年にあたる年，旬奴への

使者として派遣された前莫の宮吏・蘇武は，

19年間囚われの身となり，主詩人の里子で牧羊

夫として艇に便りを託して故郷に主主事を伝

えたという。中島敦の小説『李陵』によっ

て，若い読者にも知られている逸話だろう。

3. r十二支Jや「釈迦濯繋jのなかの羊
あるいは山羊

十二支の動物を描く絵巻は室町時代に隆

盛をみる。御伽草子との関逃がm賊されて
いるが，そのなかに羊も登場する。 r十二
類絵巻』の現存作例のひとつには，未への

詞書として「めぐりきて/月みる秋に/ま

たなりぬ/これや来の/あゆみなるらむJ

との歌が添えられている[図81。歌合せと

いう和歌の出来を競う趣向で，丑にちなむ

和歌と競争した記録であるが，このときの

判者は牛の和歌に4I況をあげている。いく

つかのvariantsがあり，ほかにも，十二支
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関5 島田先皇《貴初手》大阪市立華街錯

喝

鴎6

の!i!!J'i7Jが和歌を競う折に践に審判を依頼し

たが，狸がこれを羨み，審判に立候補した

ものの愚弄され，十二支以外の動物たちを

動員して和歌合戦に挑むが敗退する物語，

といったものも知られている。だがここに

登場する羊は，どうみても山羊でしかない。



sl7 p1山応挙下絵《蘇武牧羊密》抵閤祭の保昌山
(1まうしようやま)の山車前揮。下絵Iま京都閤立博物
舘霞，意識は1773年原作， 1990年寵元新調.

時代を下って，江戸時代の中国趣味を見

ると，歌川llH芳(1798-1剖 1)の『武男見立十

二支』では関~~に羊が割り当てられている。

背景には『三国志演技』の流行があるだろ

う。描かれたネは牛のような角に長毛の毛

皮をまとっており，成獣としては，項羽に

比べてミニチュアのように小さく，寸法が

いかにも不釣合いだ。実際，国芳は， r十
二支見立職人づくし1[図9]や『外道・獣

の雨宿りjなどにも，羊らしい動物を繰り

返し揃いている。殺人尽くしでは，羊は紙

(かみ)を食べるからという連想で，髪{かみ)

結いの理髪稼業が誌に割り当てられる。ま

た雨宿りの図の羊の傍には[かみくずjと

設かれており，竹官官に紙挟みを持ったい出

立ちなので，紙隠屋に扮していることが解

る。だがそこには，どうみても写実的な羊

は登場しない。どうやら国芳の羊は，室町

の十二支絵巻の末商らしく，山羊面をした，

まっすぐの角に，害現言語を伸ばした姿で主主か

れているからだ。ヤギ面の羊は，このほか

にも卜二支をあしらった印穏などにも刻印

された例が知られる。これら十二支の図案

は，明治以降，尾形月耕(1859-1920)の《月

耕波留》などに経法される。

別の系統として，仏教図像にあっては浬

袋図に羊が描きこまれる。ボストン美術館

蔵の英一線(1652-1724)による《淫梁図》

でも，またプライスーコレクションに3tら

間8!十二類絵巻』に描かれた r最J(部分)，室町時代j
他人毘

れる森徹山 (1775-1担 1)の《仏混然図》にも

迦陵務伽や馬，牛や磁蛇のあいだに，これ

また長毛の山羊，あるいはチベットのヤク

のような羊が慮っている[間的。これに比

べると『北斎漫画』第十四縞ほかにみえる

羊はE より写実的。北斎は長崎の出島館長

経由の知識をひけらかすが，果たしてこの

絵手本のタネが何であったのか，まだ判明

していない様子である。

『北斎漫画jも含め，羊は独立したひと

つの主題となるというよりは，中国伝来の

伝説の登場動物として描かれるか，あるい

は十二支や淫祭劉といった動物尽しの笛題
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思10 霧器山《仏壇繋国!)}(部苛)江戸時ft，Joe Pγce 
Collection 

留11 ジャン2 フランソワ ミレーJean-Fr胡伊，isM相
《夕暮れに羊を連れ帰る羊鈎い))(1858-60.山梨県立
近代長持館

に，ほかの動物たちとともに描きこまれる

のが，相場といってよい。

4 欽化の車'J~n 近代の羊
明治持代になるまでキリスト教が禁令で

あった日本では，宗教画や差是民IDUとして羊

鰐いの姿を描くという伝統はなかった。山

梨県立美術館にはジャン=フランソワ・ミ

レーJean-FrancoisMi11et (1814~1875) の
《夕暮れに羊を連れ帰る羊餓い))(1田7-60)

[図11Jほかの作品が所蔵されている。ジョヴァ

ンニ・セガンティーニGiov白miSe@加国主

(18日一1朗幼についても，上野の国立西洋美

術館には《学の煎毛))(1剖シ4)があり，学
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盟問杉山謡《羊))1960 

を描いた農民阪への日本での根強い人気が

知られる。これも近代以降の西欧社会への

憧憶に由来する関心にZ塁打ちされた，購入

意欲の現われだろう。実際の学の放牧も，

乳牛の鏑脊とともに，明治以来の北海道の

開拓により北米式の遊牧農耕が若手入されて

以降の，欧化風物といってよい。

Leonard Foujitaこと篠田悶治(1間十日間)

には羊を描いた作品が知られるが，これは

西洋のキリスト款の伝統である《三五礼拝》

(1960)というキリスト誕生を扱いた図像にお

決まりの，厩のなかのさ手。それをフランス

に帰化して，カトリックに改宗した日本人

画家が踏襲したものにすぎない。イソップ

物語の狼と羊の逸話も，明治時代には文明

開化を風刺するj可鍋焼斎(1田1-1889)の戯樋

に登場するが，羊は外来の放牧文化，キリ

スト教関洋文明のattributeがいかに日本に

到来したかを物語る符牒となる。

近代以降の日本人差芸術家にとっては，羊

を描くことは，日本内地には存夜しない牧

t華社会へのexoticismを掻き立てられる経

験であり，また仏教のi原流を辿ってユーラ

シア大臣告の内奥が育む放牧文化を探索する

r !i'rcへの誘しりでもあった。前者の典型と
しては杉山寧(1909-1993)の《羊))(19印)[1@1自

のシリア嵐景が，現代の日本版Orientalism

絵画といえ，後者の代表としては，シルク

ロードの道行きを生涯のテーマとし，文化

使節たる自負を貫いた平山郁夫(1930一羽田)

の《牧笠))(1町2)[函13Jを想起することがで

きょう。これら文化勲章受録者，日本では

知らぬ人なき f日本商J(院と岩絵の具を闘材



題13 平山郁夫 4牧童>>1972 

醤14大制作内(OwaSakunaO {<牧璽の羊》議訪湖石罷公腐

とする絵画ジャンル)の大家・度疲は，海外で

はほぼ吉署名で商品価鎖をまったく発揮しな

い。この国際的市場滋差にも，注目する必

要があろう。総じて，牧畜文化圏であれば

陳腐といってよい日常的光景，草原と牧童

と羊の群れという三点セットが織り成す

tap田句Fの詩情が9 日本では人口に総i足した。
戸i様の現象は，立体作品にも反復される。
諏訪湖畔の石彫公園には，大和作内 (Owa

Sakunai: 1894-1開門)の《牧震の学))[図14]

の群像がある。牧草地を思い起こさせる人

工空間は，北海道を除く日本内地では1 出i

師事の芝生という，屡外美術館にしか見出せ

まい。それを巧みに舞台として，地元出身

彫刻家の作品が恒久展示されている。だが

日本の美的感性では2 学や山羊の骸骨を.iE

潤から描いた呪術性高い表現は忌避される

し，家畜の剥製を切新した作品や，牧羊犬

を使って，生きた羊の群れに羊の絵姿のマ

ス・ゲームを演じさせる，といった発想は

生じない。総じて，羊のi患の薄さに，牧笛

文化からは縁遠かった日本文化が露皇して

いる。
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